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 角膜移植後の移植片機能不全の最も多い原因は、角膜内皮細胞の慢性的減少による移
植片機能不全だが、角膜内皮細胞減少の機序はわかっていない。これまでに角膜内皮移
植後の急速な角膜内皮細胞密度の減少や移植片不全をきたす臨床因子の一つとして、重
度の虹彩損傷が関係していることを報告した。また、水疱性角膜症や角膜内皮細胞密減
少眼では、特定の前房水サイトカイン濃度が上昇していることも明らかとなった。さら
に虹彩損傷と前房水サイトカイン濃度が相関することが判明しており、以上のことから
解剖学的に角膜内皮面と接している前房水が角膜内皮に影響をおよぼしている可能性を
考えた。すなわち角膜移植前の前房水サイトカイン濃度が術後の角膜内皮細胞密度に関
与すると仮説をたて、術前の前房水中サイトカイン濃度と全層角膜移植術後の角膜内皮
細胞密度との関連を前向きに検討した。対象は全層角膜移植術を施行した連続症例37眼
で、コントロール群は白内障手術を行った33眼とした。術開始時に前房水を採取し、
interleukin(IL)-1、IL-1、IL-4、IL-6、IL-8、IL-10、IL-12p7、IL-13、IL-17A、
interferon(IFN)-、IFN-、monocyte chemotactic protein(MCP)-1、E-selectin、P-selectin 
の前房水濃度をマルチプレックスアッセイ法にて測定した。全層角膜移植施行群におい
ては、術後6か月の時点の角膜内皮細胞密度が1200個/mm2未満の13眼group 1と1200個/
mm2以上の24眼group 2 とに分類した。 
 術前の角膜ドナーグラフトの角膜内皮細胞密度は、2717 ± 324個/mm2、全層角膜移植
術後1か月では2257 ± 634個/mm2、術後3か月では2238 ± 599個/mm2、術後6か月では1640 
± 711個/mm2であった。 
 単回帰分析の結果、角膜移植術後3か月の角膜内皮細胞密度と術前のIL-10、IFN-の前
房水中濃度との間に強い負の相関を（順にr = -0.428; P = 0.020、r = -0.412; P = 0.029)、
角膜移植術後6か月の角膜内皮細胞密度とIL-10、MCP-1、IFN-の前房水中濃度との間
に、強い負の相関を認めた（順にr = -0.399; P = 0.024、r = -0.444; P = 0.011、r = -0.474; 
P = 0.006)。術後6か月の角膜内皮細胞密度が1200個/mm2未満のgroup 1では、1200個/
mm2以上のgroup 2よりも、術前の前房水中のIL-6、IL-10、MCP-1、IFN-、P-selectinの
濃度が優位に高値であった（順にP = 0.049、P = 0.026、P = 0.020、P = 0.001、P = 
0.026)。すなわち、術前の前房水中のIL-10、MCP-1、IFN-濃度が高い症例で、全層角膜
移植術後早期の角膜内皮細胞密度の著しい減少をきたすことが分かった。さらに、術後
の角膜内皮細胞密度と有意な相関を認めない他の種類のサイトカインにおいても、全層
角膜移植術後の眼では正常眼よりも前房水中濃度が上昇していることが判明した。この
ことから、サイトカイン同士が相乗的に作用しあって角膜内皮細胞のアポトーシスを誘
導していることが考えられた。術前の前房水環境が角膜移植後の角膜内皮細胞の生存に
関与することが示唆された。  
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